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佐賀県における東松浦半島の農業の到達点
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佐安県j安津市松商jI汀152-1 佐賀大学海浜台地主主物生産研究センター
Historical Transition and Present Condision of Agriculture at 
Hig，αshi-Mαtsuura Peninsula in Saga Prefecture 
一一-AStatistical Analysis-一一
Tsuneo KOBAYASHI 
Marine and Highland Bioscience Center， Saga University 
152-1 Shonan悶cho，Karatsu， Saga 847但0021，Japan
要約
佐賀県における東松浦半島は，頭積で10.5% ，経営~~I:f也面積で9.3% を占める。農林統計上の f中山
間地域jは存在しないが，実際は諸々の地域振興立法で指定されている条件不利地域にほかならない。
東松涛半島も，全国・九州、lの半島と同様，農業組生産額シェアを， 9.9% (1968年)から， 10.9% (78 
年)，11.4% (88年)， 14.4% (98年)へと着実に拡大し，佐賀平温農業にキャッチアップしている。シェ
ア拡大寄与部門は，果実，工芸作物，畜産である。面接・農業内容において，佐賀県における東松浦半
島の位霞や動向は，日本・九州、!の半高の縮図的存在と見なされる。
Summary 
Higαshimαtsuura Peninsulαoccupies 10.5% of the land， and 9.39もofthe cultivated land under 
management in Saga Prefecture. The share of Higαshimαtsuura Peninsula in the total agricultural 
output was 9.9% at 1968 and 10.9% at 1978，11.89もat1988.But it increased to 14.4% at 1998，because 
fruits， industrial crops and livestock carr包dout the important role. And now， Higαshimαtsuw'，αPen-
insula is equal to Saga Plain Area in agriculture. And 1 think the 1叫ationof HigαshimαtsuurαPen-
insulαand Saga Prefecture is the minitur・eof Japan or K:戸lshu.
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1.中山間地域と半島地域 田J) には山間農業地域も中間農業地域も存在しな
一一東松浦半島に農林統計上の「中山間地
域jは存権しない一一
図1は，佐賀県において市町村単位に2000年農
業センサス(註 1)による農業地域類型を示した
ものである。福岡県境の県北部一帯と長崎県境の
県西部一帯に山間農業地域や中間農業地域が存在
するが，本研究センターの対象とする東松浦半島
5市軒(唐津市・呼子軒・鎮西町・玄海軒.HI:前
しミ。
後述の表1も，農業地域類型船にみた東松浦半
5市町の土地面接を示したものであるが，以上
のかぎりでは，東松浦半島は，平地農業地域や都
市的地域から成るというように，佐賀市を中心と
する佐賀平土日と違いがなく， I東松浦半島は佐賀
平担同様に中山間地域ではないJと判断されそう
である。
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図1 農業地域類型 (1995年および‘2000年)
図3 車接支払対象水田商積 (2000年度)
資料:佐賀県農林部資料より算出。
毘5 直接支払対象畑菌積 (2000年度)
資料:I羽3と同じ。
ムOx
ロ山村振興法指定地域
ム蹴倒的促進特別問制定悩
図2 地域振興立法5法指定状況
資料:ふるさと情報センタ-r中山路地域等直接支払市IJ皮の手m2C均年。
註:2000年4月1日現在。
罰4 直接支払対象水田面積割合 (2000年度)
資料:[翠3と同じ。
図6 直搭支払対象熔面積割合 (2000年度)
資料:図3と同じ。
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表1 佐賀県における農業地域類型別の土地面積構成
単位:ha， % 
都市的地域 平地農業地域 中間農業地域 山間農業地域
唐津市 6，859 5，83 12，742 
H~前町 4，64 4，64 
玄海町 3，597 3，597 
鎮西国7 3，786 3，786 
呼子町 721 721 
半島iltA 7，580 17，930 -I 25，510 
i事計お 29，629 92，825 105，71 13，984 242，149 
A/B 25.6 19.3 10.5 
資料:1990年世界農林業センサス林業地域調査。
農林統計上はそのとおりである。しかし，農林
統計上の「中山間地域Jを条件不利地域と見なし
て， r東松浦半島は条件不利地域ではないjと言
うとするならば，東松浦半島の実態を知る者は，
驚かざるを得ない。
東松浦半島は，これまで「海と台地Jにおいて，
地形実態、を図示しながら，再三指摘してきたよう
に，丘陵地の中に小高い山があり，小さな谷も形
成されており，まさに谷筋ごとに多様な集落が形
成されており，集落単位で見ると，農林統計とは
別に実際上は「中間地域jのみならず， r山間地
域Jも多く存在するのであるが，半島地域は全体
的にはテーブルランド状を呈しているため，市町
村の範囲でくくると，農林統計上は，中山間地域
に分類される地域は見いだせないのであろう。し
たがって，東松浦半島の各市町村のセンサス等の
データは中山間地域のデータには含まれていない
のである。
ということは，条件不利地域の把器において農
林統計上の「中山間地域Jという概念には欠陥が
存在することを意味するが，本稿ではそのことを
指摘するにとどめざるを得ない。
(註1)1995年センサスも同様である。
2.中山間地域等直接支払に見る東松浦半島の位
震づけ
さて一方， 1999年制定の「食料・農業・農村基
本法」に基づき，2000年度から開始された中山間
地域等への直接支払制度において対象とされる地
域基準は，センサス等農林統計上の「中山間地域j
といった農業地域類型区分ではなく，これまでの
条件不利地域振興政策の根拠となっている条件不
利地域関係5法による指定地域となった。
菌2は，佐賀県における 5法指定地域を示した
ものである。図から，佐賀平坦を除く広い地域が
法指定地域となっていることが分かるが，県北部
一帯に複数の法指定地域が多く存在していること
が注目される。そして，ここで重要なことは，そ
のなかに東松浦半島5市町が含まれているという
ことである。東松浦半島にはセンサス等農林統計
上の「中山間地域」は lつも存在しないが，条件
不利地域振興立法指定市町村として実際上は条件
不利地域振興策が実施されているのである。この
ことこそ，東松浦半島が実際上，条件不利地域で
あることを示すものにほかならない。
関連して，図3は，佐賀県の各市町村において
2000年度に指定された直接支払対象水田面積であ
る。対象面穫とは，いわば各市町村の行政担当者
が直接支払の対象とすべきものと判断した水田で
あるから，条件不利水田以外の何物でもない。
図から，東松浦半島の 5市町のうち 3市町(唐
津市・鎮西町・玄海町)には200~400ha の，肥
前軒には500~700ha というかなりの対象水田面
積，すなわち条件不利傾斜地立地水田が存在する
ことが分かる。
また図4は，図3の対象水田面積の水田総面積
に対する割合を示したものである。この図から，
東松浦半島5市町のなかで，鎮西町・玄海町・肥
前町においては水田総面積の半数以上が対象水田
面積(条件不利傾斜地立地水田)であることが分
かる。なお，藤津市のそれは1O~30% と比較的低
いが，これは唐津市の西半分には棚田等の額斜地
立地水田が多いが，東半分には低平地平担水田が
多いからである。
関連して臨 5 ・ ~6 は，同様のことを畑につい
て示したものである。この実態は傾斜果樹閣の存
在を示すものにほかならず 県北の七山村・浜玉
町および唐津市・鎮西町(東松浦半島)と，県中
部の多久市・小城可周辺と，県南部の太良町・鹿
島市・嬉野町周辺の3笛所にミカン地帯が形成さ
れていることが確認される。
東松浦半島においても傾斜畑(果樹園)が少な
くないことに注目されたい。
3.東松浦半島の面積的位置
県内総面積の10.5%，県内総耕地酷積の
9.3%…一一
表1は，農林統計上の農業地域類型で分けた東
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松浦半島5市町の土地面積を示したものである。
東松浦半島内には「中山間地域Jが存在しないこ
とは上述のとおりだが， 5市町の県内における面
積割合が10.5%であることが分かる。全国の場合
が9.8%であること(註1)から，佐賀県の数値
は全国平均に比較的近似しており，佐賀県内にお
ける東松浦半島の占める位置は全国の締罰的存在
であるとみることが許されよう。
次いで、表2に耕地面積の動向を示した。東松浦
半島は田の県内シェアは 7%弱でしかないが，畑
は今日 4割弱を占め，畑作地帯という性格を示し
ている。また半島地域では， 15年間に特に樹闘地
の耕作放棄が県内で最も著しく進行したため，樹
園地面積シェアが低下した。 15年前は差がなかっ
た耕作放棄地率も半島地域では県平均の 2倍に高
まった。
表2佐賀黒における東松浦半島の経営耕地および耕作放棄地の怯量
1985年 単位 ha，% 
経営耕地 耕作放棄地 耕作放築地率
回 11 樹園地 言!'C D D!(C+D) 
唐津市 1，449 427 604 2，480 2 0.0 
Jl~前 H可 680 475 243 1，398 39 2.7 
玄海町 574 225 268 1，068 12 l.l 
鎮西町 370 339 219 929 16 1.7 
|呼子町 26 113 29 168 3 1.8 
半島MA3，099 1，579 1，363 6，043 72 1.2 
県計B45，608 4，035 12，144 61，787 618 1.0 
A/B 6，8 39.1 11. 2 9.8 11. 7 
1995年
}奈津市 1，334 453 310 2，097 145 6.5 
肥前町 578 411 108 1， 097 125 10.2 
玄海i可 515 235 138 888 65 6.8 
鋲商i可 308 315 105 728 62 7.8 
i呼子町 24 79 17 120 13 9.8 
半島iltA 2，759 1，493 678 4，930 410 7.7 
!築設!'B41， 933 3，706 7，593 53，232 2，167 3.9 
A/B 6.6 40.3 8.9 9.3 18.9 
2000年
唐津市 1，264 415 248 1，927 168 8.0 
肥前日lJ 588 419 76! 1，082 154 12.5 
玄海i可 486 234 102 821 81 8.9 
鋲酉1可 310 305 80 696 77 10.0 
呼子町 22 70 15 108 10 8.5 
半島計A 2，670 1，443 521 4，634 490 9.6 
県ll'B40，723 3，521 6，527 50，771 2，562 4.8 
A/B 6.6 41. 0 8.0 9.1 19.1 
資料:農業センサス。
(註 1)I海と台地jオ立す日Jj稿「半島農業前進の軌跡と妥協j参照。
そして，以上の結果，経営耕地総面積において
の占める割合は10%弱から 9%強へと若干減
少した。こうして，東松浦半島の土地総面積およ
び経営耕地総面積の県内シェアは10%および9%
台，換言すればともに 1割内外の水準にあるとい
うことができる。
4.東松浦半島における農業の前進
一一農業組生産額の14%一一
次いで東松浦半島内5市町の農業粗生産額の構
成とシェアの推移を表3に示す。まず，佐賀県に
おいても， 1970年代以降半島地域の農業の確実な
前進がみられ，特に最近年の88~98年の農業粗生
産額シェア拡大がめざましい点が注目されねばな
らない。 68年には9.9%だった農業粗生産額の県
内シェアが， 78年には10.9%へ， 88年には11.4%
へ，そして98年には14.4%へと拡大したからであ
る。なかでも 88~98年の 3%の拡大は驚異的であ
る。
なお…点，ひるがえって全国・九州でみられた
1960~68年の農業糧生産額のシェア抵下は佐賀県
では確認できず¥その理由・要国は宮下不明であ
る。
さて次に，以上のような動向を左右した主要な
作自は，果実，工芸作物，畜産である。果実は88
~98年に県全体・半島とも粗生産額を伸ばしたが，
そのテンポは県全体より半島が上回ったため，東
松浦半島のシェアが2%弱高まった。工芸作物と
畜産は悶年間に県全体の粗生産額の減少に対し，
東松浦半島では大幅に増加した結果，それらの
シェアは10%台の大幅な伸びを示し， 98年では工
芸作物(葉タバコと茶)では52%の，畜産では30%
弱のシェアを占めるに主った。なお，畜産のなか
では，東松浦半島では肉用牛・鶏卵・ブロイラー
が粗生産額を増大させ，肉用牛と鶏卵は10%以上
のシェア拡大を示し，その飽の畜種も粗生産額は
減少させたがシェアは軒並み拡大している。
しかし他方，東松浦半島においては，野菜と花
きの展開は，微増および微減と伸び'拍んでいる。
また，これまで最大のシェア (45%)を持ってい
たいも類も減少領向が顕著で、， 98年ではシェアを
36%に下げ，最大シェア部門を工芸作物 (52%)
に譲るに至った。
なお，住賀県における半島地域は既述(註 1) 
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表3 佐賀県における東松浦半島地域(5市町)の農業糧生産額の構成とシェアの推移
米 いも類 野菜 果実
実 県言i 2，713 1，634 137 169 
数 半島 242 99 34 17 
1960 構成 累計 100.0 60.2 5.0 6.2 
上ヒ 半島 100.0 40.9 13.8 7.0 
学長さシェア 8.9 6.1 24.5 10.0 
実 県 ilr 6，254 3，570 67 496 723 
数 半島 618 209 19 89 70 
1968 構成 県言i 100.0 57.1 1.1 7.9 11. 6 
lt 半島 100.0 33.7 3.1 14.3 11.3 
半島シェア 9.9 5.8 28.3 17.9 9.7 
実 県計 16，004 6，596 129 1，750 2，348 
主 "1士ぬ 1，745 376 51 221 279 
1978 祭言i 100.0 41. 2 0.8 10.9 14.7 
成比 半島 100.0 21. 6 2.9 12.6 16.0 
学j詰シェア 10.9 5.7 39.7 12.6 11. 9 
実 累計 17，234 5，866 105 2，929 2，072 
数 半島 1，965 362 47 323 284 
1988 i〆丁回ミt 三f手¥1 100.0 34.0 0.6 17.0 12.0 
成Iと 半島 100.0 18.4 2.4 16.5 14.5 
三i士j誌シェア 11.4 6.2 44.5 11. 0 13.7 
写ミ 集計 15，360 4，750 50 3，440 2，180 
数 "1土 j込 2，212 272 18 360 341 
1998 構成 県 ol 100.0 30.9 0.3 22.4 14.2 
よと 三ド ぬ 100.0 12.3 0.8 16.3 15.4 
半島シェア 14.4 5.7 36.0 10.5 15.6 
モ~ir 県五{ ム1，874 ム1，116 ム55 511 108 
8 数 半島 247 ム90 ム29 37 57 
98 
構比成
l県前 ム3.1 ム0.3 5.4 2.2 
熔{成 半島 ム6.1 ム1.6 ム0.2 0.9 
半島シェア 3.0 ム0.5 ム8.5 ム0.5 1.9 
半島の88-98 100.0 ム36.3 ム11.6 14.8 23.0 
増減寄与率
資料:表2(こ同じ。
のように面積シェアが全国平均と類似しているだ
けでなく，粗生産額シェア14.4%(全国10.4%)，
米のシェア5.4%(全国7.5%) も全国と類似して
おり，この点においても全国の縮図的存在である
点を再確認して本稿の本文を閉じたい。
(註 1)i毎と台}也j本主刊Ij稿1"1ド烏農業前進の軌跡と姿iお
参照。
苔
作物 小言i 肉月iI二 乳用牛
2 79 231 
1 18 28 
0.1 2.9 8.5 
0.4 7.2 11. 4 
39.4 22.4 12.0 
8 100 850 83 185 
4 33 173 19 26 
0.1 |;:l;: 1.3 3.0 0.6 3.0 4.2 
44.0 33.4 20.4 22.4 14.1 
52 384 3，175 492 598 
13 127 641 86 98 
0.3 2.4 19.8 
0.8 7.3 36.8 4.9 5.6 
25.6 33.2 20.2 17.4 16.3 
236 345 3，596 1，024 662 
57 126 687 251 135 
1.4 2.0 20.9 5.9 3.8 
2.9 6.4 34.9 12.8 6.9 
24.2 36.6 19.1 24.6 20.4 
360 310 3，280 1， 360 400 
50 162 978 571 108 
2.3 2.0 21.4 8.9 2.6 
2.3 7.3 44.2 25.8 4.9 
13.9 52.3 29.8 42.0 27.0 
124 ム35 ム316 336 ム262
ム7 36 291 320 ム27
0.9 0.5 3.0 ム1.2
ム0.6 0.9 9.3 13.0 ム2.0
ム10.3 15.7 10.7 17.4 6.6 
ム3.0 14.4 117.8 129.2 ム11.0 
13 
ヰ生{立:1000万円， % 
i 
1手 鶏卵 ブロイラー
180 286 115 
34 49 45 
2.9 4.6 1.8 
5.5 8.0 7.3 
18.7 17.3 39.2 
627 525 893 
122 122 212 
3.9 3.3 5.6 
7.0 7.0 12.2 
19.4 23.2 23.8 
584 406 902 
157 7 6 
3.4 2.4 5.2 
8.0 3.9 3.4 
26.9 18.9 7.3 
410 260 810 
132 84 82 
2.7 1.7 5.3 
6.0 3.8 3.7 
32.2 32.3 10.1 
ム174 ム146 92 
ム25 7 16 
ム0.7 ム0.7 0.1 
ム2.0 ム0.1 0.3 
5.3 13.4 2.8 
ム10.1 3.0 6.5 
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5. まとめ
以上をまとめ，また「海と台地J本号別稿「半
島農業前進の軌跡と要因」で対象とした全国およ
び九州における半島地域の占める農業粗生産額の
シェアの推移と比較しつつ，菌7に掲示した。何
度もくり返すが，この点でも佐賀県の数値が全国
平均に類似していることが確認されるが，全国・
九ナト比比べて佐賀県の特鍛は最近年の1988~98年
の間に，最大の伸びが認められることである。そ
の要因は何かが次の課題となる。
% 
30 
::l::::~プtT
1:与孟戸
1960 1968 1978 1988 1998 
一一£ト一 九州
一一噛』ー 佐賀!!f¥
一-0一一 全国
国7 半島地域における農業粗生産額シェアの推移
資料:農林水産省 H生産)渓業所得統計j。
